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1.1. 連結子会社の吸収合併連結子会社の吸収合併

2

1.お客様のﾋﾞｼﾞﾈｽ革新に貢献する、お客様に必要とされる最適なｻｰﾋﾞｽの提供

2.顧客基盤の共有による市場拡大

3.ｺｽﾄの適正化による収益構造の改革

4.ｾｷｭﾘﾃｨなど成長分野へのｸﾞﾙｰﾌﾟ経営資源の最適配分

5.意思決定の迅速化による機動的な組織運営と効率的な業務運営

2012年4月の体制20122012年年44月の体制月の体制

SIS事業 ：営業利益の向上

SSS事業 ：高い利益率の追求

ﾃﾞｨｰﾗｰ事業 ：高い成長性の追求

各事業の強みを生かした事業の安定と経営の成長各事業の強みを生かした事業の安定と経営の成長各事業の強みを生かした事業の安定と経営の成長

新社名新社名
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2.2. 経営施策経営施策--20120122年年33月期月期--

3

2012年4月の合併に向け、重要な経営資源の投資と活用の再点検

ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ研究所によるｸﾞﾙｰﾌﾟﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力の強化

経営環境の変化に対応できるよう、財務基盤の強化を図る

グループ各社営業機能の統合的な運営による営業力の強化

選択と集中による事業の最適化

新規ｿﾘｭｰｼｮﾝ開拓のため、事業開発室の設置

お客様のIT投資の最適化に向けた提案活動の推進

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理における品質管理ｼｽﾃﾑ･体制の拡充

ｺｽﾄ最適化の推進

中国現地法人(上海LAC)による日本企業向けｻｰﾋﾞｽの展開

韓国現地法人(CSLAC)による情報ｾｷｭﾘﾃｨ･ﾋﾞｼﾞﾈｽの推進

人材の多様性と自己啓発意欲を尊重した養育の推進

次代に合った人間力､経営力および技術力の強化

経営情報の周知徹底による経営目標の共有化

経営基盤

の強化

経営基盤

の強化

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ
の強化

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ
の強化

付加価値と

生産性の向上

付加価値と

生産性の向上

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
展開

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
展開

人材の育成人材の育成
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3. 20123. 2012年年33月期業績予想月期業績予想((連結連結))

4

（百万円）

科目

'11年3月期 '12年3月期 前期比

実績 予想 増減額 増減率%

売上高 33,413 33,500 +86 +0.3

営業利益 1,489 1,500 +10 +0.7

営業利益率% 4.5 4.5 +0.0p -

経常利益 1,301 1,235 △66 △5.1

当期純利益 851 470 △381 △44.8

EBITDA 2,781 2,736 △45 △1.6

一株当たり当期純利益(EPS) 25円73銭 10円86銭 △14円87銭 △57.8

一株当たり配当金 10円 10円 - -

EBITDA; 営業利益 + 減価償却費

 

+ のれん償却額

一株当たり当期純利益/配当金; 普通株式に係る数値
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ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ研究所ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ研究所

＞＞

 
ｾｷｭﾘﾃｨﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力による差別化ｾｷｭﾘﾃｨﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力による差別化

金融ｼｽﾃﾑ金融ｼｽﾃﾑ

＞＞

 
技術力提供の強化・拡大技術力提供の強化・拡大

新規事業への挑戦新規事業への挑戦

＞＞

 
((ｼﾞｭｰﾚｯｸｽｼﾞｭｰﾚｯｸｽ););世界初のｴﾈﾙｷﾞｰ総合管理ｼｽﾃﾑ世界初のｴﾈﾙｷﾞｰ総合管理ｼｽﾃﾑ

・・

 
国内第国内第11号の販売代理店となる号の販売代理店となる

・・

 
東日本大震災に対する社会貢献事業東日本大震災に対する社会貢献事業

4.4. 事業の拡大に向けた施策事業の拡大に向けた施策

5
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5.5. 事業事業計画計画--
 

20122012年年33月期月期--
 【【ｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ(SIS)(SIS)事業事業】】

6

市場の開拓

ｸﾞﾙｰﾌﾟ内営業連携による新規案件開拓

ｿﾘｭｰｼｮﾝ商材の整備・活用による新規案件開拓

自治体向けｻｰﾋﾞｽの強化

経営資源の最適化

ﾘｿｰｽの最適化と若手ﾘｰﾀﾞｰの育成

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺｽﾄ競争に勝つためのｵﾌｼｮｱ、ﾆｱｼｮｱの推進

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰﾄﾅｰの集約によるﾊﾟｰﾄﾅｰｽｷｰﾑの強化

SIS事業SISSIS事業事業

企業のIT投資が引き続き抑制されるなか、ｸﾗｳﾄﾞ､

 

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末・ｽﾏｰﾄﾌｫﾝのIT活用など

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙはｻｰﾋﾞｽ型へ、また新たな技術転換とﾄﾚﾝﾄﾞが変貌する可能性があることに
加え､ｲﾝﾄﾞや中国の情報ｻｰﾋﾞｽ企業によるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ競争の激化が予想される。

市場環境

重点施策

：営業利益の向上：営業利益の向上
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5.5. 事業事業計画計画--
 

20122012年年33月期月期--
 【【ｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ(SIS)(SIS)事業事業】】

7

：営業利益の向上：営業利益の向上

EBITDA

1,818

2,048 2,037

1,700

1,750

1,800

1,850

1,900

1,950

2,000

2,050

2,100

'10年3月期[実績] '11年3月期[実績] '12年3月期［予想］

M\ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

1,431

1,627

1,693

1,300

1,350

1,400

1,450

1,500
1,550

1,600

1,650

1,700

1,750

'10年3月期[実績] '11年3月期[実績] '12年3月期［予想］

M\
売上高

9,92410,42410,805

605
569315 221
418834

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

'10年3月期[実績] '11年3月期[実績] '12年3月期［予想］

M\

関連商品
ｿﾘｭｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ
開発ｻｰﾋﾞｽ

11,411 10,750
11,956

ｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ

 

(SIS)事業
'11年3月期 '12年3月期 前期比

実績 予想 増減額 増減率%

開発ｻｰﾋﾞｽ 10,424 9,924 △500 △4.8

ｿﾘｭｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ 569 605 +36 +6.3

関連商品 418 221 △197 △47.1

売上高 11,411 10,750 △661 △5.8

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

 

(*) 1,627 1,693 +66 +4.1

EBITDA (*) 2,048 2,037 △11 △0.5

(*)経営指導料など全社費用の配賦と連結消去前の利益

SIS事業SIS事業

売上高増減額

△661M¥
売上高増減率

△5.8%

営業利益増減額

+66M¥
営業利益増減率

+4.1%

EBITDA増減額

△11M¥
EBITDA増減率

△0.5%

（百万円）
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6.6. 事業事業計画計画--
 

20122012年年33月期月期--
 【【ｾｷｭﾘﾃｨｿﾘｭｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽｾｷｭﾘﾃｨｿﾘｭｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ(S(SSSS)S)事業事業】】

8

SSS事業SSSSSS事業事業

高収益率のｻｰﾋﾞｽへのｼﾌﾄ

監視ｻｰﾋﾞｽ､診断ｻｰﾋﾞｽ､常駐型案件へのﾘｿｰｽの集中

ﾊﾟｰﾄﾅｰ販売の強化

競争力のある新商材の投入による既存販売ﾊﾟｰﾄﾅｰとのﾋﾞｼﾞﾈｽｼﾅｼﾞｰの強化
緊急対応ｻｰﾋﾞｽのﾊﾟｰﾄﾅｰ展開の拡充
競合会社との協業および提携の推進

市場ﾆｰｽﾞにあわせた競争力のある商材開発

機器運用までﾜﾝｽﾄｯﾌﾟで提供できる監視ｻｰﾋﾞｽに再構築

韓国、中国の子会社の活用による診断ｻｰﾋﾞｽのｺｽﾄ競争力強化

情報漏えい事件は後を絶つことなく､企業のｾｷｭﾘﾃｨに対する投資は増加すると見られ

 
るが、大企業向けの診断ｻｰﾋﾞｽ、監視ｻｰﾋﾞｽともに成熟期に入っており、品質やｺｽﾄ面

 
での競争激化が予想される。

市場環境

重点施策

：高い利益率の追求：高い利益率の追求
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6.6. 事業事業計画計画--
 

20122012年年33月期月期--
 【【ｾｷｭﾘﾃｨｿﾘｭｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽｾｷｭﾘﾃｨｿﾘｭｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ(S(SSSS)S)事業事業】】

9

EBITDA
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0
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M\
ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益
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ｾｷｭﾘﾃｨｿﾘｭｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ(SSS)事業
'11年3月期 '12年3月期 前期比

実績 予想 増減額 増減率%

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ 1,482 1,166 △316 △21.3

構築ｻｰﾋﾞｽ(*1) 131 - - -

運用監視ｻｰﾋﾞｽ 2,327 2,497 +170 +7.3

関連商品 819 802 △17 △2.1

売上高 4,761 4,465 △296 △6.2

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

 

(*2) 710 784 +74 +10.4

EBITDA (*2) 815 947 +132 +16.2

SSS事業SSS事業

(*1) SSS事業の構築ｻｰﾋﾞｽは‘12年3月期より監視ｻｰﾋﾞｽに関連する案件の取扱いに限定するため、その売上高の取扱いは運用監視ｻｰﾋﾞｽに含めることに

 
しています｡

 
(*2)経営指導料など全社費用の配賦と連結消去前の利益

売上高

1,281 1,482 1,166

185 131
0

2,173
2,327

2,497

787
819 802

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

'10年3月期[実績] '11年3月期[実績] '12年3月期［予想］

M\

関連商品
運用監視ｻｰﾋﾞｽ
構築ｻｰﾋﾞｽ
ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ

4,761 4,465
4,427

売上高増減額

△296M¥
売上高増減率

△6.2%

営業利益増減額

+74M¥
営業利益増減率

+10.4%

EBITDA増減額

+132M¥
EBITDA増減率

+16.2%

：高い利益率の追求：高い利益率の追求
（百万円）
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7.7. 事業事業計画計画--
 

20122012年年33月期月期--
 【【ﾃﾞｨｰﾗｰﾃﾞｨｰﾗｰ事業事業】】

10

ﾃﾞｨｰﾗｰ事業ﾃﾞｨｰﾗｰ事業

ｸﾞﾙｰﾌﾟ営業機能の集約によるお客様ﾆｰｽﾞへの柔軟な対応

お客様のﾆｰｽﾞに応える新商品･ｻｰﾋﾞｽの拡充

BCP（事業継続計画）、DR（災害復旧）への対応したｿﾘｭｰｼｮﾝ

ｸﾗｳﾄﾞ型ﾋﾞｼﾞﾈｽにおける高付加価値ｻｰﾋﾞｽの拡充

安定的な営業基盤の確保

ﾊﾟｰﾄﾅｰとの連携強化によるｽﾄｯｸﾋﾞｼﾞﾈｽの拡充

ﾒｰｶｰとの協業活動による安定的なﾋﾞｼﾞﾈｽ基盤の構築

非金融分野の市場へのさらなる展開

東日本大震災の影響を受け、事業継続、災害対策への投資が増加すると見られ、

また、低価格ｻｰﾋﾞｽ、ｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽへのｼﾌﾄが予想される。

市場環境

重点施策

：高い成長性の追求：高い成長性の追求
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7.7. 事業事業計画計画--
 

20122012年年33月期月期--
 【【ﾃﾞｨｰﾗｰﾃﾞｨｰﾗｰ事業事業】】

11

ﾃﾞｨｰﾗｰ事業
'11年3月期 '12年3月期 前期比

実績 予想 増減額 増減率%

HW/SW販売 7,522 8,321 +799 +10.6

SEｻｰﾋﾞｽ 3,427 3,982 +555 +16.2

保守ｻｰﾋﾞｽ 6,288 5,982 △306 △4.9

売上高 17,238 18,285 +1,046 +6.1

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

 

(*) 1,020 873 △147 △14.4

EBITDA (*) 1,634 1,438 △196 △12.0

ﾃﾞｨｰﾗｰ事業ﾃﾞｨｰﾗｰ事業

(*)経営指導料など全社費用の配賦と連結消去前の利益

EBITDA
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M\

保守ｻｰﾋﾞｽ
SEｻｰﾋﾞｽ
HW/SW販売

17,238
18,285

15,830

売上高増減額

+1,047M¥
売上高増減率

+6.1%

営業利益増減額

△147M¥
営業利益増減率

△14.4%

EBITDA増減額

△196M¥
EBITDA増減率

△12.0%

：高い成長性の追求
（百万円）
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参考資料
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2011年6月23日現在

11..会社会社概要概要

グループ全体図グループ全体図

ｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ事業 ｾｷｭﾘﾃｨｿﾘｭｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ事業

ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社管理

ﾃﾞｨｰﾗｰ事業

業務系ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発

ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰの運用・管理

ｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ事業 ｾｷｭﾘﾃｨｿﾘｭｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ事業 ﾃﾞｨｰﾗｰ事業
(SIS) (SSS)

韓国でのｾｷｭﾘﾃｨｻｰﾋﾞｽ

中国でのｾｷｭﾘﾃｨｻｰﾋﾞｽ

情報ｾｷｭﾘﾃｨ人財育成に関わる事業

13
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1987 .5

1986 .9

ｴｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｱｲ ｼｽﾃﾑ(株)(A&I)設立

(株)ﾗｯｸ(LAC)設立

11..会社会社概要概要

2002 .4
A&I:(株)ｱｸｼｽ(AXIS)子会社化

A&I: (株)ｿﾌﾄｳｪｱｻｰﾋﾞｽ(SS)子会社化
2006 .12

ISL子会社化
2008 .4 2009 .5

LAC、A&I経営統合
ﾗｯｸﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ

 

(株

 

)(LACHD)設立

2007.10

2008 .7
子会社(株)ｱｲﾃｨｰｸﾙｰ(ITC)設立
ﾃﾞｨｰﾗｰ事業承継

LAC: (株)ITﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ
(ITPG)子会社化

2008 .7

A&I: (株)保険ｼｽﾃﾑ研究所(ISL)子会社化
2006 .1

沿革沿革

LAC:子会社Cyber Security LAC Co., Ltd.
(CSLAC)設立

2009 .12
LAC:子会社LAC CHINA CORPORATION CO., LTD.

(上海ﾗｯｸ)設立

14

ISL株式を譲渡
2010 .7

2012 .4(予定)

完全子会社３社を吸収合併し

 事業持株会社体制へ



Copyright(C) LAC Holdings, Inc. 2011 All rights reserved.

11..会社会社概要概要

ｺﾝｻﾙ 設計 導入
情報ｼｽﾃﾑの情報ｼｽﾃﾑの全全ﾗｲﾌｻｲｸﾙにわたりﾗｲﾌｻｲｸﾙにわたり､､高付加価値ｿﾘｭｰｼｮﾝを提供高付加価値ｿﾘｭｰｼｮﾝを提供

AXIS
ITC

営業/ｻｰﾋﾞｽ機能
･ＩBM製品
･ＩＴ基盤構築ｻｰﾋﾞｽ

(ﾍﾞｰｽ/ﾐﾄﾞﾙ)
･金融/公共等･ｻｰﾋﾞｽ

ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

開発･構築

ｾｷｭﾘﾃｨ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

A&I

営業/ｻｰﾋﾞｽ機能
･ＩＴ基盤構築ｻｰﾋﾞｽ
(ﾐﾄﾞﾙ)

･金融/公共･ｻｰﾋﾞｽ

ＩＴ(ｲﾝﾌﾗ､EIP､

 
SAP､HR,)
/ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

SS

LAC
ITPG

CSLAC

営業/ｻｰﾋﾞｽ機能
･ｾｷｭﾘﾃｨ関連ｻｰﾋﾞｽ

LACHD

運用･保守

上海LAC

15

営業/ｻｰﾋﾞｽ機能
･事業開発室

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開推進機能
・国際事業室
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商号商号 ラックホールディングス株式会社

英文名英文名 LAC Holdings, Inc.

事業内容事業内容 子会社およびグループの経営管理ならびにそれに付帯する業務

本店所在地本店所在地 東京都千代田区平河町2丁目16番1号
 

平河町森タワー

売上売上 連結

 
33,413百万円

 
個別

 
2,768百万円（2011年3月期）

社員数社員数 連結

 
1,503名 個別 108名（2011年3月末現在）

資本金の額資本金の額 10億円

発行済株式数発行済株式数 26,683,120株

単元株式数単元株式数 100株

事業年度の末日事業年度の末日 3月31日

上場取引所上場取引所 大阪証券取引所（ジャスダック市場）

会社概要会社概要

11..会社会社概要概要

16
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役員役員
2011年6月23日現在

執行役員執行役員

11..会社会社概要概要

17

代表取締役会長（CEO） 三柴

 

元

代表取締役社長

執行役員社長（COO）
米田

 

光伸

 

[事業開発室長]

取締役 牧野

 

敏夫

 

[社長室長、経営管理本部

 

管掌]

取締役 中川

 

孟

 

[事業推進本部、財務・経理本部、総務・人事本部

 

管掌]

社外取締役 佐山

 

展生

社外取締役 上住

 

甲子郎

社外取締役 林 界宏

常勤監査役 堀内

 

誠夫

社外監査役 酒井

 

富雄

社外監査役 網野

 

猛美

執行役員 齋藤

 

理

 

[LAC代表取締役社長]

執行役員 髙梨

 

輝彦

 

[A&I代表取締役社長]

執行役員 怒和

 

秀昭

 

[ITC代表取締役社長]

執行役員 伊藤

 

信博

 

[経営管理本部長]

執行役員 英

 

秀明

 

[事業推進本部長]

執行役員 白石

 

通紀

 

[財務・経理本部長]

執行役員 鎌田

 

寿雄

 

[総務・人事本部長]

執行役員 三柴

 

照和

 

[国際事業室長]

執行役員 伊東

 

寛

 

[サイバーセキュリティ研究所長]
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組織図組織図 2011年6月23日現在

11..会社会社概要概要

18

代表取締役会長（CEO）

代表取締役社長
執行役員社長（COO）
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2.2. 企業理念企業理念//ﾋﾞｼﾞｮﾝﾋﾞｼﾞｮﾝ

企業理念企業理念

19
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Vision

2.2. 企業理念企業理念//ﾋﾞｼﾞｮﾝﾋﾞｼﾞｮﾝ

経営ﾋﾞｼﾞｮﾝ経営ﾋﾞｼﾞｮﾝ

20
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3.3. 全社戦略全社戦略

グループ基本戦略グループ基本戦略

21
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4.4. 経営経営目標目標

売上高伸長率売上高伸長率 ：：10 10 %以上以上

ROEROE（（自己資本当期純利益自己資本当期純利益率）率） ：：20 20 %以上以上

ROAROA（総資産（総資産経常経常利益率）利益率） ：：10 10 %以上以上

DOEDOE（（純資産純資産配当率）配当率） ：： 5 5 %

配当の方針

・長期的かつ継続的な配当水準を維持

・年2回の配当

・利益の変化や業績に左右されない安定的な配当

経営の基本方針：継続的な成長と安定的な収益確保経営の基本方針：継続的な成長と安定的な収益確保

22
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ご清聴ありがとうございました

お問い合せ窓口：経営管理本部
Tel;           03-6757-0100（代表）
E-Mail;     ir@lachd.co.jp

（証券コード3857）
http://www.lachd.co.jp/
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